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気象庁 GPV デ ー タ を用 い た筑波大 CCS の 取 り組み につ い て

＊田 中 博 （筑波大学 CCS）、寺崎 康児 （筑波大学 CCS）

1 ．　 は じめに

　 気象 学 の 発展お よび気象予測 技術 の 向上 に は、気

象 庁 と大学や 国研 等 の 気象研 究者 に よる共 同研 究が

重要で あ る こ とは 言 うま で もな い
、 気象庁 と気象学

会 と問で 締 結 され 、 包 括的な共同研 究を行 う基盤 と

して 設 立 され た気象研 究 コ ン ソ
ー

シ ア ム の 事業 の
一

環 と し て 、リア ル タ イ ム の 全球高解像度モ デ ル 解析

値が ア ン サ ン ブ ル 予報値とともに 契約を結ぶ関連機

関に 配信 され る よ うに なっ た事 は 、大変喜ば し い 事

で あ る 。 気象庁に よ る こ の よ うな協力に応え る べ く、

気象学会は こ の 先進 的気象データ を用 い た研究成果

を公表 し、広 く社会に 還元する 努力が必要で あ る。

　筑波大学計算科学研 究セ ン タ ー（CCS： Center　for

Computational　Science：）で は、次世代型京速計算機

シ ス テ ム の 開発 に参加 す る
一

方 で 、そ の 応 用 として

の 計算科学 の 発展の た め、素紋子
・宇宙やナ ノ技術 ・

生命科学に 加 えて 、 地球環境部門を新た に 設 立 して 、

応用計 算科 学 の 発展 の
一

翼 を担 う研 究 を行 っ て い る。

本講演で は 、リア ル タ イ ム 気象庁 GPVデータを用 い た

筑波大 学CCSの 取 り組みに つ い て 紹介し た い
。

2 ．　 リア ル タイ ム 気象庁 GPVデータ の保存

　気象庁 に よ る リ ア ル タ イ ム GPVデー
タ の 研 究教育

面に おけ る利用価値は 極め て 高く、気象庁 との 協議

の 結果、気象業務支援 セ ン タ
ー

経 由で こ の GPV デ
ー

タ

が大学連合 に 配信 され る よ う に な っ た。筑 波大CCS

で は 日 々 の GPV デ
ー

タをア ン サ ン ブ ル 予報 メ ン バ ー

も含め て 20D5年以降保 存し、高層天気図や ア ニ メ に

し て 研 究教 育 目 的 で
一

般 に 公 開 して い る （GPVIJNM

Archive で検索）。 最近 で は 気 象学会員や 気 象予報 士

会 会員な どに よ り、こ の デ
ー

タ を有効利用 して い た

だき、顕著現象 の 解析 な どに役 立 て られて い る。

3 ．　 全球 η 面ガ ウス 解析値 の 利 用

　気象庁全球 η 面ガ ウス 解析値 は TL959L60 の 高解

像度 20km モ デ ル で解析 された NuSDaS 形式 の 解析値

で あ り、コ ン ソ
ー

シ ア ム を通 して 利 用可能 で あ る。

我 々 は 、筑波大 CCS が運 用する T2K−Tsukuba シ ス テ

ム （95T フ ロ ッ プ ス 〉に移植 し た 全球雲 解像 モ デ ル

NICAM（7km 格子）の初期値 と して こ の デ
ー

タを用 い
、

予 報精度 の検証や、台風、温 帯低気圧 、北極低気圧、

成層圏突然昇温 な どの 研究を行 っ て い る。

　下 の 図 は 南極 と北極 を中心 と した冬季 の N工C紬工雲

画像 ア ニ メ の ス ナ ッ プ シ ョ ッ トで あ る。南半球 の

2008 年 9 月 の 雲 画像で は 、温 帯低気 圧 が 渦 を巻 きな

が ら偏 西 風 帯 を 廻 る 中で 、極付 近 の 成層1巻「に は 極成

層圏雲（PSC）ら し き も の が分布 して い る 様 子 が 捉 え

られ た 。 北半球 の 雲画像で は 、
2eo9 年 1 月 の 成層圏

突然昇温 に伴い 、波 数 2 の増幅 で 同様 の PSCが分裂

消滅する様子 が示 され て い る 。
モ デ ル 内の 雲 なの で 、

現実 の PSC とは多くの 点 で 異な るで あろ うが、大変

興味深 い 結果で あ る。

4 ．　 ま とめ

　気象 研 究 コ ン ソ
ー

シ ア ム が仲介 して 配信 され る 気

象庁 の 高 品質なデ
ー

タの 活用 は、研 究お よび教育面

で 有効に 活用 され て い る 。 学会 を通 し て 発信 され る

研究成果は、気象庁 モ デ ル の 性能 向 Hに資す るだけ

で な く、

一．
般市民 へ の 気象学 の 啓発 活動におお い に

役立 っ て い る。気象学会員 や気象予報 士 が、昨今の

猛暑や 大雪 をもた らす大寒 波 を、リア ル タイ ム で 詳

細 に分析 し、皆 で そ の 原囚 を議論 し あ うこ とは、気

象学 の 重要な社会還 元 の 第
．
歩 と考え ら れ る。

図 1　NICAM に よ る南極上 空雲画像 図 2　 NICAM による北極上 空雲画像
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